
令和８年度

大分県クリーニング師試験問題

（筆記） 

令和８年１０月２日（金） 

【受験上の注意】 

１ 筆記試験が終了するまでは、携帯電話等の使用は禁止します。 

２ 机の上には、「受験票」、「筆記用具」、「時計」以外のものを置いてはい

けません。スマートウォッチ等は認められません。 

３ 試験時間は、１３時３０分から１５時００分までの１時間３０分です。 

４ 試験開始後３０分間及び試験終了前１０分間は退室できません。３０分経過

してから退室するときは、手をあげて係員に知らせ、解答用紙が回収された

後に許可を得て静かに退出してください。 

５ 試験問題（この冊子）は持ち帰って構いません。

６ 解 答 は 解 答 用 紙 に 記 入 し て く だ さ い 。  

指示があるまで開いてはいけません 

【合格発表】

令和８年１０月１６日（金） ９：００～

大分県庁舎本館１ F 県政展示ホール内「県政掲示板」及び、大分県ホームページにて合格者

の受験番号を発表します。

【成績開示】

受験者は、下記の日程の間得点表の開示ができます。

令和８年１０月１６日（金）～令和８年１１月１６日（月）の８：３０～１７：１５

※土、日、祝日を除く。

１０月１６日は９：００～１７：１５

開示場所：大分県庁舎別館５ F 食品・生活衛生課執務室

開示方法：試験通知書及び運転免許証等で本人確認後、得点表を開示

※電話、メール等での開示請求には応じません。
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衛 生 法 規 に 関 す る 知 識

問１ 次の文章はクリーニング業法（昭和２５年法律第２０７号）の条文です。正しい

条文となるよう（  ）の中に下記の語群から適当なものを選び、その記号を解答

用紙に記入しなさい。

第１条 この法律は、クリーニング業に対して、公衆衛生等の見地から必要な

（ ① ）を行い、もつてその経営を公共の福祉に適合させるとともに、利用者

の利益の擁護を図ることを目的とする。

第２条 この法律で「クリーニング業」とは、溶剤又は洗剤を使用して、衣類その

他の（ ② ）又は皮革製品を原型のまま洗たくすること（（ ② ）を使用さ

せるために貸与し、その使用済み後はこれを回収して洗たくし、さらにこれを貸

与することを繰り返して行なうことを含む。）を営業とすることをいう。

第３条第３項第５号 伝染性の疾病の病原体による汚染のおそれのあるものとし

て厚生労働省令で指定する洗濯物を取り扱う場合においては、その洗濯物は他

の洗濯物と（ ③ ）おき、これを洗濯するときは、その前に消毒すること。た

だし、洗濯が消毒の効果を有する方法によつてなされる場合においては、消毒し

なくてもよい。

第５条 クリーニング所を開設しようとする者は、厚生労働省令の定めるところ

により、クリーニング所の位置、構造設備及び従事者数並びに（ ④ ）その他

必要な事項をあらかじめ都道府県知事に届け出なければならない。

第８条の３ 営業者は、厚生労働省令で定めるところにより、その業務に従事する

者に対し、都道府県知事が厚生労働大臣の定める基準に従い指定した当該業務

に関する（ ⑤ ）の修得及び技能の向上を図るための講習を受けさせなければ

ならない。

 【語群】 ア．基準     イ．法律           ウ．樹脂製品
      エ．従事者氏名  オ．指導及び取締り      カ．まとめて 
      キ．繊維製品   ク．クリーニング師の氏名   ケ．規定

   コ．区分して   サ．知識           シ．調査及び検査 



問２ 次のうち正しいものには○印、誤っているものには×印を解答用紙に記入しなさ 
い。

（１）

（２）

（３）

（４） 

（５）

 クリーニング業法第２条で定義される「営業者」とは、クリーニング師免

許を受けた者をいう。 

クリーニング師の免許は、厚生労働大臣がクリーニング師試験に合格した

者に与える。

 都道府県知事は、クリーニング師がクリーニング業に関し犯罪を犯して罰

金以上の刑に処せられたときは、その免許を取り消すことができる。   

 洗場については、床が、不浸透性材料（コンクリート、タイル等汚水が浸

透しないものをいう。）で築造され、これに適当な勾配と排水口が設けられ

ていること。

 指定洗濯物の一般的な消毒効果を有する洗濯方法のうち、化学的方法には、

蒸気による消毒、熱湯による消毒がある。

                                                                         

問３ 次のＡ群と最も関係の深いものをＢ群から選び、その記号を解答用紙に記入し
なさい。

【A 群】 【B 群】

（１）クリーニング業の譲渡、相続、合併

若しくは分割
ア．クリーニング事故対策委員会

イ．ワイシャツ、ブラウス

ウ．C マーク

エ．地位の承継

オ．環境衛生監視員

カ．固化

キ．クリーニング賠償問題協議会

ク． JIS マーク

ケ．手ぬぐい、タオル

コ．S マーク

サ．免許の書き換え

シ．気化

（２）有機溶剤

（３）標準営業約款

（４）消毒を要する洗濯物

（５）クリーニング事故賠償基準の制定



問４ 次の（  ）内にあてはまる正しい語句を選び、その記号を解答用紙に記入しな

さい。

 （１） クリーニング所の業務に従事するクリーニング師は、厚生労働省令で定める

ところにより、都道府県知事が厚生労働大臣の定める基準に従い指定したクリ

ーニング師の（  ）を図るための研修を受けなければならない。 

｛ ア．経営能力の改善  イ．資質の向上  ウ．地位の向上 ｝ 

 （２） 営業者は、自主的に、衛生措置の基準を遵守し、及び衛生施設の改善向上を

図るため、政令で定める業種ごとに、（  ）を組織することができる。 

｛ ア．生活協同組合  イ．生活衛生同業組合  ウ．株式会社 ｝ 

 （３） 営業者は、クリーニング所の開設後 1 年以内に従事者に対する講習を受けさ

せた後は、（  ）を超えない期間ごとに講習を受けさせるものとする。 

｛ ア．一年  イ．二年  ウ．三年 ｝ 

 （４） 免許証の再交付を申請した後、失つた免許証を発見したときは、（  ）に

免許を与えた都道府県知事に提出しなければならない。 

｛ ア．五日以内   イ．十日以内   ウ．一月以内 ｝ 

 （５） （  ）では、安全性の観点から、引火性溶剤を用いるドライクリーニング

を営む工場については、住居系地域や商業系地域における立地を禁止してい

る。 

｛ ア．クリーニング業法  イ．建築基準法  ウ．水質汚濁防止法 ｝ 
    



公 衆 衛 生 に 関 す る 知 識

問５ 次の（  ）内に当てはまる語句を下記の語群から１つだけ選び、その記号を
解答用紙に記入しなさい。 

（１） 公衆衛生のねらいのひとつは、疾病を予防し、（ ① ）を良好にして、寿
命を延長するとともに、肉体的、精神的健康と機能の向上を図ることとされて
いる。 

（２） WBGT とは、高温環境の職場での熱ストレスを評価するために使われる指標
で、温度、湿度、（ ② ）を考慮したものである。 

（３） 空気中浮遊粉じんは発生過程や粒子の大きさにより分類されており、そのう
   ち（ ③ ）は燃焼、昇華、凝結のような工程で発生し、直径は一般に１μm
   以下である。 

（４） フロンは冷媒や洗浄剤として広く使用されていたが、オゾンを破壊する作用
があることがわかり、1987 年の（ ④ ）によって、オゾン層破壊物質の削減
・廃止への道筋が定められた。 

（５） 製品が廃棄物になることを防ぎ、廃棄物となったものは資源としてリサイク
ルするか、適正に処分することで、天然資源の消費を抑制して環境負荷が出来
る限り低減される社会のことを（ ⑤ ）という。 

  
 【語群】 ア．食生活    イ．ミスト    ウ．京都議定書     

 エ．フューム   オ．脱炭素社会  カ．気流 
キ．生活環境   ク．モントリオール議定書    
ケ．循環型社会  コ．輻射熱 

問６ 次のうち正しいものには○印、誤っているものには×印を解答用紙に記入しな
さい。 

（１） クリーニング所では従業員、顧客ともに感染症に罹患するリスクがあり、常
に公衆衛生を意識した営業が求められるため、必要な情報収集や従業員への周
知等を心がけることが重要である。 

（２） クリーニング所で洗濯物の処理のために洗剤、有機溶剤、しみ抜き薬剤等を
使用する場合は、専用の保管庫又は戸棚等を設ける必要がある。 

（３） ドアノブやスイッチ等、特に人の手がよく触れる場所は汚染される可能性が
高いため、消毒用エタノールを直接噴霧して消毒することが推奨される。 

（４） ヒト免疫不全ウイルスに感染すると、一般的に無症候性キャリアの状態で 
10 ヶ月程度経過したのち、発熱や下痢、リンパ節腫脹などの症状を繰り返し、

   やがて免疫不全状態に進んでいく。 

（５） 国などの公的機関がグリーン購入法に基づきクリーニング業者を選択するに
あたっての配慮事項のひとつとして、ハンガーの回収及び再利用等の仕組が構
築されていることがあげられる。 



問７ 次のＡ群と最も関係の深いものをＢ群から選び、その記号を解答用紙に記入し

なさい。 

【Ａ群】 【Ｂ群】 

（１）ＣＯ（一酸化炭素） 

ア ． 高 齢 者 医 療 確 保 法  

イ ． ヘ モ グ ロ ビ ン  

ウ ． 破 傷 風  

エ ． ジ フ テ リ ア  

オ ． ウ ー ル  

カ ． 還 元 性 物 質  

キ ． コ ッ ト ン  

ク ． ミ オ グ ロ ビ ン  

ケ ． 労 働 生 活 衛 生 法  

コ ． 好 気 性 菌  

（２）経皮感染 

（３）イガ 

（４）特定健康診査 

（５）ＣＯＤ 

（化学的酸素要求量） 

問８ 次の（  ）内にあてはまる正しい語句を選び、その記号を解答用紙に記入し

なさい。 

  

（１）  亜塩素酸水による消毒を行う場合、遊離塩素濃度が５０ｐｐｍ以上の水溶

液では、摂氏（   ）以上で１０分以上浸す必要がある。 

｛ ア．１０℃   イ．２０℃   ウ．３０℃ ｝ 

（２）  クリーニング所では、洗濯業の用に供する洗浄施設が水質汚濁防止法の

（   ）に該当する。 

｛ ア．認定施設  イ．指定施設  ウ．特定施設 ｝ 

（３）  テトラクロロエチレンはヒトに対して発がんの恐れがあることから、特別

有機溶剤として規制されており、クリーニング所で使用する場合には、作業

記録を作成し、（   ）保存しなければならない。 

｛ ア．５年間   イ．１０年間   ウ．３０年間 ｝ 

（４）  貸おむつの衛生的処理等に関するガイドラインにおいて、貸与したおむつ

は、使用後少なくとも（   ）に回収して処理することとされている。 

｛ ア．翌日中   イ．３日以内   ウ．５日以内 ｝ 

（５） 二酸化炭素濃度は室内空気の清浄度を示す指標となるが、その恕限度は

（   ）である。 

｛ ア．0.1％   イ．0.5％   ウ．1.0％ ｝ 



洗たく物の処理に関する知識

問９ 次の（  ）内に当てはまる語句を下記の語群から 1 つだけ選び、その記号を解

答用紙に記入しなさい。                      

（１） （①）は羊毛のフェルト化によって織物の長さや幅を縮こませるとともに厚さ

にふくらみを与え、表面に毛羽を出させるなど、主として紡毛織物に対し外観や

風合いをつくる工程である。 

（２） スチームスポッターは主として（②）のシミを対象に、蒸気とエア及びバキ  
ュームを利用してシミの除去、ぼかし、乾燥などを行う装置である。 

（３） ビスコース法により製造された再生セルロースを主成分とする繊維は（③）で

ある。 

（４） （④）の一種であるカチオン染料は、染色堅ろう度は低いが、絹および皮革に 
   は美しく染まるので、用いることがある。     

（５） 洗剤の主成分である界面活性剤は、水の界面張力を（⑤）働きを持っている。 

【語群】 ア．縮充   イ．キュプラ   ウ．油性  

エ．酸性染料  オ．低下させる 

カ．水溶性    キ．乾じゅう ク．レーヨン 

  ケ．塩基性染料  コ．上げる   



問１０ 次の記述について、正しいものには○印を、誤っているものには×印を解答用

紙に記入しなさい。                                                

（１） ドライクリーニング溶剤の特性として、カウリブタノール値（KB 値）が大き

いほど、油溶性の汚れの洗浄力が大きく、洗浄時間を短縮できる。 

（２） 生成りは染色や漂白がされる前の天然繊維の色で、漂白剤や蛍光増白剤で白

色化するため注意が必要である。 

（３）  酸化漂白剤のうち、絹繊維の漂白には、次亜塩素酸ナトリウムが効果的であ

る。 

（４） ＣＭＣ（カルボキシメチルセルロース）は、再汚染防止効果に優れ洗濯物の白

さが向上する。 

（５） 糊付けの役割の一つとして、汚れが糊剤でできたコーティング面に付着する

ことにより、次回洗濯時に汚れ除去性の改善があげられる。 

                          



問１１ 次の A 群の JIS L0001 の説明文として、最も関係の深いものを B 群から 1 つ

だけ選び、その記号を解答用紙に記入しなさい。 

                           

【A 群】 【B 群】 

（１）

ア ． 石 油 系 溶 剤 (蒸 留 温 度 150°C～ 210 

°C、引 火 点 38 °C～ 70°C)で の ド

ラ イ ク リ ー ニ ン グ 処 理 が で き る 。

イ ． 液 温 は 、30°C を 限 度 と し 、手 洗 い

に よ る 洗 濯 処 理 が で き る 。  

      

ウ ． ぬ れ つ り 干 し 乾 燥 が よ い 。  

エ ． パ ー ク ロ ロ エ チ レ ン 又 は ジ ブ ト キ

シ メ タ ン (沸 点 182.5° C,引 火 点

62°C)で の ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ 処

理 が で き る 。  

オ ． つ り 干 し 乾 燥 が よ い 。  

カ ． 液 温 は 、40°C を 限 度 と し 、手 洗 い

に よ る 洗 濯 処 理 が で き る 。  

キ ． 塩 素 系 及 び 酸 素 系 漂 白 剤 に よ る 漂

白 処 理 が で き る 。  

ク ． 酸 素 系 漂 白 剤 に よ る 漂 白 処 理 が で

き る が 、 塩 素 系 漂 白 剤 に よ る 漂 白

処 理 は で き な い 。  

ケ ． ウ ェ ッ ト ク リ ー ニ ン グ 処 理 は で き

な い 。  

コ ． 弱 い 処 理 に よ る ウ ェ ッ ト ク リ ー ニ

ン グ が で き る 。  

（２）

（３）

（４）

（５）



問１２ 次の記述について、（  ）内に当てはまる語句又は表示記号を選び、その記

号を解答用紙に記入しなさい。 

（１） 日本生まれの（  ）は合成繊維中最も吸湿性があり、感触は綿に似ている。 

{ ア．ポリウレタン イ．ビニロン ウ．ポリクーラー } 

（２)  スエードのクリーニングでは、前処理に（  ）を用いて汚れを除去する方

法がある。 

   ｛ ア．サンドブラスト イ．グレイジングマシン ウ．ラスターレット ｝ 

(３) セルロースの水酸基を酢酸エステルに置き換えたものであり、水酸基の 74％ 

以上 92 %未満が酢酸エステルになったものを（  ）という。 

｛ ア．ナイロン  イ．アクリル  ウ．アセテート ｝ 

（４） ドライクリーニング溶剤であるテトラクロロエチレンは（  ）でその他 

   のドライ溶剤と比較して毒性が高い。 

｛ ア．可燃性    イ．支燃性   ウ．不燃性 ｝ 

（５） 直接アイロンが可能なボタンは（  ）である。  

    ｛ ア．ラクトボタン   イ．パールボタン  ウ．アセチボタン ｝ 


